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五
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南
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五
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毛

　
　
周
辺
を
ま
わ
る
に
は

（
駐
車
場
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
）

陶
街
道
五
十
三
次
の
お
楽
し
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砥
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特
産
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史
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【
一
】「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」百
番
碑

【
二
】陶
街
道
夢
タ
ワ
ー「
愛
伊
砥
く
ん
」

【
三
】「
よ
う
こ
そ
と
べ
町
へ
」モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

【
四
】大
森
彦
七
伝
説
の
魔
住
ヶ
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【
五
】
赤
坂
泉
　

【
六
】
理
正
院
と
麻
生
の
金
毘
羅
さ
ん

【
七
】
水
満
田
古
墳
公
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【
八
】
愛
媛
県
総
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運
動
公
園
　

【
九
】
愛
媛
県
立
と
べ
動
物
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【
十
】
大
森
彦
七
供
養
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【
十
一
】
陶
壁
画
と
手
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鉢（
砥
部
焼
陶
芸
館
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【
十
二
】
ミ
ュ
ゼ
里
山
房

【
十
三
】
え
ひ
め
こ
ど
も
の
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【
十
四
】
中
央
公
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の
友
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の
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【
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】
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陶
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画

【
十
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】
砥
部
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庁
舎
の
四
季
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画

【
十
七
】
文
化
会
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の
井
上
正
夫
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と
資
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【
十
八
】
砥
部
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陶
街
道
ゆ
と
り
公
園

ア
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ー
ナ
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道
陶
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【
十
九
】
と
べ
温
泉
湯
砥
里
館
の
陶
壁
画

【
お
休
み
処
】
千
足
休
憩
所

【
二
十
】
登
窯（
砥
部
焼
観
光
セ
ン
タ
ー
炎
の
里
）

【
二
十
一
】
松
山
南
高
砥
部
分
校
の
陶
壁
画

【
二
十
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】
砥
部
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断
層

【
二
十
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】
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岩
寺
の
厨
子
と
須
弥
壇

【
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【
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【
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】
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【
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】
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峡
の
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【
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】
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【
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十
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館
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33号から見る砥部。向かいが障子山（885m）33号から見る砥部。向かいが障子山（885m）

見晴らしのいいスポットも多い見晴らしのいいスポットも多い

砥
部
へ
よ
う
こ
そ

　

松
山
か
ら
国
道
33
号
を
南
下
し
重
信
川
を

越
え
る
と
、２
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
砥

部
焼
の
ふ
る
さ
と「
砥
部
町
」に
入
り
ま
す
。

　

障し
ょ
う
じ
や
ま

子
山
の
麓
、砥
部
川
の
段
斜
面
に
広
が
る

砥
部
地
域
は
、の
ど
か
な
里
山
と
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
の
薫
り
が
混
在
し
た
焼
き
物
の
里
。

　

上う
え
び
と
う
げ

尾
峠
を
越
え
た
山
あ
い
に
広
が
る
広
田

地
域
は
、渓
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
が
美
し
い
清
流
の

里
で
す
。

　

陶
街
道
五
十
三
次
は
陶
郷
を
結
ぶ「
陶
源
郷
」。

小
さ
な
感
動
の
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

清
流
と
ほ
た
る
、

砥
部
焼
と
み
か
ん
の
町
を
、

楽
し
み
な
が
ら
旅
し
よ
う
。

◆人口:2万1573人
　　　 （平成28年2月現在）
◆面積:101.57㎢
◆町の花:梅　◆町の木:クヌギ

砥部町の
プロフィール
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平
成
17
年
１
月
１
日
に
始
ま
っ
た「
砥
部
の

里
め
ぐ
り
陶
街
道
五
十
三
次
」は
、砥
部
町
の

国
道
33
号
か
ら
国
道
３
７
９
号
沿
い
に
点
在
す

る
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
砥
部
焼
に
関
わ
る
ポ

イ
ン
ト
を
、自
由
に
回
っ
て
い
た
だ
く
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
で
す
。

　

回
り
方
に
ル
ー
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
。ポ
イ
ン
ト
は

広
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、

１
回
で
は
と
て
も
回
り

◀各ポイントには、
このようなスタンプ
があるので、訪ねた
証に押印しましょう

▶［本陣］砥部焼伝
統産業会館には完
巡スタンプも！

◀
各
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
し
て
あ
る

ス
タ
ン
プ
台
と
の
ぼ
り

▲ あちらこちらに案内板も

I N F O R M A T I O N

き
れ
ま
せ
ん
の
で
、何
日
に
分
け
て
も
、興
味
を

持
っ
た
所
だ
け
訪
ね
て
も
結
構
で
す
。順
番
も

手
段
も
自
由
、期
限
も
な
い
の
で
、足
の
お
も
む

く
ま
ま
、自
分
流
に
回
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
時
代
に
人
々
が
東
海
道
を
旅
し
た
よ
う

に
、点
在
す
る
名
所
旧
跡
を
歩
い
た
り
、車
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
で
回
っ
た
り
し
て
、砥
部
の
奥
深
さ

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｒ
33
〜
Ｒ
379
沿
い
の
、名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■五十三［本陣］砥部焼伝統産業会館
☎089-962-6600

（9時〜17時  月曜定休※祝日の場合は翌日）

「砥部の里めぐり陶街道五十三次」
に関する問合せは…

陶
街
道

陶
街
道

五
十
三
次
の
し
く
み

五
十
三
次
の
し
く
み
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陶
街
道
を
回
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

陶
街
道
を
回
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

すべてのポイントを回ってス
タンプを押したら、［本陣］砥
部焼伝統産業会館でステッ
カーと砥部焼製の完巡記念
メダルほか素敵なプレゼント
を全員に進呈！完巡記念メ
ダルにはその年の干支が描
かれているので、毎年集めて
みよう！

◆すべてのポイント回ったら…

平成28年2月末現在、
特巡者（累計）は
1万1360人です!

平成28年2月末現在、
完巡者（累計）は
5599人です!

11カ所全部回り、スタンプを押すと、［本陣］砥部焼伝統産
業会館へご優待! 入館料大人300 円が無料になります。

◆砥部焼の里11ウォーク（Ｐ８参照）に参加すると… 平成28年2月末現在、
11ウォークによる

伝産会館入館者（累計）は
2805人です!

お好きな５つのポイントを
回ったら、砥部焼製の特巡記
念メダルと、砥部焼のルーツ
や魅力をまとめた冊子『砥部
焼』を進呈！ ［本陣］砥部焼伝
統産業会館でスタンプを見せ
てください。（県外在住を証明
する免許証または健康保険
証などを持参のこと）

◆県外から来た人には…

※記念品は十分にご用意
していますが、品切れの場
合はご容赦ください。

ステッカー

砥部焼
完巡記念メダル

（コースター兼用）
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26
年
か
ら
28
年
に
か
け
て
、

お
ば
さ
ん
と
一
緒
に
陶
街
道

五
十
三
次
を
回
り
ま
し
た
。最

初
は
、砥
部
町
を
い
ろ
い
ろ
回
っ

た
ら
、プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る

か
も
っ
て
聞
い
て
回
り
始
め
た

　

現
在
は
松
山
市
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、砥
部
町
に
住
ん
で
い

る
実
家
の
母
か
ら「
一
緒
に
回
ら

な
い
？
」と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
。２
回
目
に
は
子
ど
も
と

母
親
と
で
巡
り
ま
し
た
。

　

35
番
の
銚
子
ダ
ム
公
園
は
春

の
桜
が
満
開
で
と
て
も
き
れ
い

絵
付
け
も
し
た
し
、

遊
べ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
し
、楽
し
か
っ
た
！

住んでいても知らなかったまちの魅力
親と子どもと三世代で巡りました

け
ど
、道
に
い
ろ
い
ろ
砥
部
焼
が

あ
っ
て
見
る
の
も
楽
し
か
っ
た

し
、小
さ
い
頃
か
ら
ピ
ー
ス
や
猿

が
好
き
で
よ
く
行
っ
て
た
、と
べ

動
物
園
や
こ
ど
も
の
城
も
入
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
。農
村
工
芸
体

験
館
で
は
、自
分
の
好
き
な
も

の
が
描
け
る
絵
付
け
が
あ
っ
た

の
で
、ぼ
く
は
妖
怪
キ
ャ
ラ
を
描

き
ま
し
た
。近
く
に
長
い
ロ
ー

ラ
ー
滑
り
台
が
あ
っ
て
、楽
し

か
っ
た
で
す
。全
部
回
っ
た
ら
砥

部
町
の
い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
た

し
、記
念
品
も
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

で
し
た
。お
弁
当
を
持
っ
て
行
っ

た
ん
で
す
よ
。そ
れ
に
、34
番
の

上
尾
陶
石
で
は
砥
部
焼
の
原

料
採
掘
を
知
り
、間
近
に
み
て

感
激
。お
じ
さ
ん
が
１
個
持
っ

て
帰
っ
て
い
い
よ
っ
て
言
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。道
の
駅
の
峡
の
館
の
シ
イ
タ

ケ
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

結
婚
す
る
ま
で
17
年
も
砥

部
に
住
ん
で
い
た
の
に
、知
ら
な

か
っ
た
砥
部
町
の
魅
力
に
出
会

え
た
こ
と
が
大
き
な
発
見
で
し

た
ね
。

松山市在住
越智 琳太郎くん

松
山
市
在
住
　

竹
葉
真
由
美
さ
ん

思い出となった、えひめこども
の城や砥部焼作品

春から桜や新緑が美しい銚子ダム公
園周辺と、地元の野菜や特産品でに
ぎわう道の駅峡の館

完巡者の声
陶街道五十

三次



60m 

砥部焼の里ゾーン 
11（イレブン）ウォーク 

【コース説明】 陶街道五十三次の中心である砥部焼の里ゾーンには、
43番～53番まで11ポイントが集中しており、そぞろ歩きをしながら砥部
焼のエッセンスが味わえる。陶板の道や陶祖ケ丘からは美しい陶郷風景
が一望でき、砥部町陶芸創作館では絵付け体験もOK。ここかしこに砥
部焼のオブジェや案内板があっておもしろい。 

砥部焼の源流を訪ねて
ドライブを楽しむ

【コース説明】 砥部焼の源流ともいえる川登（かわのぼり）地区で、昔な
がらの風景を楽しみながら、広田地域へ車を走らせよう。のどかな田園地帯
を通って峠越えをするドライブコースだ。農村工芸体験館では焼き物体験
ができる。

四十三 
陶
板
の
道（
約
５
０
０
ｍ
） 

四十四 
陶
祖
ケ
丘 

四十五 
砥
部
町
陶
芸
創
作
館 

四十六 
初
雪
盃
酒
造
資
料
館 

四十七 
大
宮
八
幡
宮 

四十八 
と
べ
む
か
し
の
く
ら
し
館 

五十二 
Ｊ
Ａ
砥
部
の
陶
壁
画
と
映
写
機 

五十一 
砥
部
町
商
工
会
館 

五十 
手
づ
く
り
醤
油
工
場（
佐
川
醸
造
） 

四十九 
大
南
商
店
街
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

五十三 
本
陣 

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館 

300m 
→ 

150m 
→ 

200m 
→ 

300m 
→ 

150m 
→ 

400m 
← 

200m 
← 

20m 
← 

20m 
← 

700m 
→ 

6.2km 
→ 

8km 
→ 

1km 
→ 

50ｍ 
→ 

手づくりの味を求めてのんびりドライブ

二十七 三十二 
権
現
山（〈
夏
季
〉そ
う
め
ん
流
し
） 

二十六 
陶
芸
舎
と
ふ
る
さ
と
生
活
館 

五十 
手
づ
く
り
醤
油
工
場（
佐
川
醸
造
） 

四十六 
初
雪
盃
酒
造
資
料
館 

2km 
→ 

300m 
→ 

15.6km 
→ 

400ｍ 
→ 

砥部焼の「原点」と「今」を探訪
【コース説明】 砥部焼伝統産
業会館をスタートし、砥部町最大
の窯元「梅山窯」を見学。その後、
山道を登って迫力満点の砥石山
へ行ってみよう。窯元が集まるモ
ダンな窯業団地「陶里ケ丘」で、
ギャラリーや工房を探索するのも
楽しい。帰りは砥部焼観光センタ
ー炎の里でショッピング。 

四十 
梅
山
大
登
窯（
梅
野
精
陶
所
） 

四十一 
砥
石
山
公
園 

四十二 
陶
里
ケ
丘 

二十 
登
窯（
砥
部
焼
観
光
セ
ン
タ
ー
炎
の
里
） 

2km 
→ 

4km 
→ 

3.2km 
→ 

1.8km 
→ 

陶壁めぐりをしてアート気分
【コース説明】 砥部焼
で作られた陶壁を訪ねる
コース。砥部町庁舎を中
心に、大作の陶壁が狭
いエリアに集まってい
る。最後は、とべ温泉湯
砥里館でお湯につかり
ながら、更紗文の陶壁画
を観賞しよう。 
 

五十三 
本
陣 

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館 

十九 
と
べ
温
泉
湯
砥
里
館
の
陶
壁
画 

十五 
中
央
公
民
館
の
陶
壁
画 

十六 
砥
部
町
庁
舎
の
四
季
山
水
陶
壁
画 

十一 
陶
壁
画
と
手
水
鉢（
砥
部
焼
陶
芸
館
） 

600m 
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600m 
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り
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へ
の
道
陶
板

※観光客など県外の人は5ケ所巡りで記念品がもらえます（P6参照） 

三十三 
農
村
工
芸
体
験
館 

二十七 

道
の
駅
ひ
ろ
た「
峡
の
館
」 

三十七 
川
富
神
社

三十四 
上
尾
陶
石 

三十九 
川
登
陶
石
と
砥
部
陶
磁
器 

原
料
の
水
簸 

三十八 

脇
本
陣 

坪
内
家 

十一

二十

三十三

四十

四十五

砥部焼陶芸館
（P39参照）
砥部焼観光センター
炎の里（P49参照）
農村工芸体験館
（P62参照）
梅野精陶所
（P69参照）
砥部町陶芸創作館
（P74参照）

観光来訪者用 

【コース説明】 蔵元の初雪盃酒造には各窯元の徳利とおちょこ
がズラリ。試飲させてもらえるのもうれしい。佐川醸造の珍しい伝
統的な醤油製造も見学したい。道の駅ひろた「峡の館」で広田地
域の特産品を入手したら、夏場はそうめん流しがおすすめだ。 

脇
本
陣  

道
の
駅
ひ
ろ
た「
峡
の
館
」 

脇
本
陣 

る施でででででででががででで体験体 きき 設設設設設施体体 きるききるるるるる施施施る施施体験験験験がががが験験が体体体 がででがででで 設設施施設体験ができる施設

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

コ
ー
ス

モモモモモモデルピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

コ
ー
ス

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

コ
ー
ス
時
間
に
限
り
の
あ
る
人
は
、
左
記
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

参
考
に
、
自
分
流
の
プ
ラ
ン
を
た
て
て
み
よ
う
。
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60m 

砥部焼の里ゾーン 
11（イレブン）ウォーク 

【コース説明】 陶街道五十三次の中心である砥部焼の里ゾーンには、
43番～53番まで11ポイントが集中しており、そぞろ歩きをしながら砥部
焼のエッセンスが味わえる。陶板の道や陶祖ケ丘からは美しい陶郷風景
が一望でき、砥部町陶芸創作館では絵付け体験もOK。ここかしこに砥
部焼のオブジェや案内板があっておもしろい。 

砥部焼の源流を訪ねて
ドライブを楽しむ

【コース説明】 砥部焼の源流ともいえる川登（かわのぼり）地区で、昔な
がらの風景を楽しみながら、広田地域へ車を走らせよう。のどかな田園地帯
を通って峠越えをするドライブコースだ。農村工芸体験館では焼き物体験
ができる。

四十三 
陶
板
の
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約
５
０
０
ｍ
） 
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陶
祖
ケ
丘 

四十五 
砥
部
町
陶
芸
創
作
館 

四十六 
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盃
酒
造
資
料
館 

四十七 
大
宮
八
幡
宮 

四十八 
と
べ
む
か
し
の
く
ら
し
館 

五十二 
Ｊ
Ａ
砥
部
の
陶
壁
画
と
映
写
機 

五十一 
砥
部
町
商
工
会
館 

五十 
手
づ
く
り
醤
油
工
場（
佐
川
醸
造
） 

四十九 
大
南
商
店
街
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

五十三 
本
陣 

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館 

300m 
→ 
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200m 
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300m 
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150m 
→ 

400m 
← 

200m 
← 

20m 
← 

20m 
← 
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1km 
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50ｍ 
→ 

手づくりの味を求めてのんびりドライブ

二十七 三十二 
権
現
山（〈
夏
季
〉そ
う
め
ん
流
し
） 

二十六 
陶
芸
舎
と
ふ
る
さ
と
生
活
館 

五十 
手
づ
く
り
醤
油
工
場（
佐
川
醸
造
） 

四十六 
初
雪
盃
酒
造
資
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館 
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15.6km 
→ 

400ｍ 
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砥部焼の「原点」と「今」を探訪
【コース説明】 砥部焼伝統産
業会館をスタートし、砥部町最大
の窯元「梅山窯」を見学。その後、
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四十 
梅
山
大
登
窯（
梅
野
精
陶
所
） 
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砥
石
山
公
園 

四十二 
陶
里
ケ
丘 
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登
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砥
部
焼
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光
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炎
の
里
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1.8km 
→ 

陶壁めぐりをしてアート気分
【コース説明】 砥部焼
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心に、大作の陶壁が狭
いエリアに集まってい
る。最後は、とべ温泉湯
砥里館でお湯につかり
ながら、更紗文の陶壁画
を観賞しよう。 
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P
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砥部町陶街道ゆとり公園
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フジ砥部店 「念ずれば花ひらく」百番碑
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コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

川富神社

坂村真民記念館
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峯
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－ 11 －

、断層口・大岩橋行き
（日中は1時間に１～2本程度）の問合せ
は伊予鉄道自動車課

47 

車
約20分車

約20分

40 

砥部町役場西

20 
松山市駅 

089-948-3172

広田支所

－ 11 －



コンビニ
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て

P
14・15
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コンビニ コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ
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フジ砥部店

AtelierLuxe

遠藤窯 岩田製陶所貞山窯

砥部町陶街道ゆとり公園アリーナへの道陶板

愛媛県窯業技術センター

老人憩いの家

うえやま歯科クリニック
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コンビニ

　

つ
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て

P
14・15
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コンビニ コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ
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フジ砥部店

AtelierLuxe
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砥部町陶街道ゆとり公園アリーナへの道陶板

愛媛県窯業技術センター

老人憩いの家

うえやま歯科クリニック
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STUDIO ECCO
森岡製陶所輝山窯

みんとうごろう窯

客山窯

坂村真民記念館

愛媛県窯業技術センター



窯元群のある大南・五
本松・北川毛などを回
る時は、砥部町観光協
会のレンタサイクルが便
利だ。陶板の道はアッ
プダウンがあるので少々
キツイかもしれないが、
窯元めぐりに利用する
人は多い。
なお、自転車は借りた所にお返しを。

－ 15 －－ 15 －

STUDIO ECCO
森岡製陶所輝山窯

みんとうごろう窯

客山窯

坂村真民記念館

愛媛県窯業技術センター

砥部焼の窯元は、大南、五本松、北川毛に集中してい
る。また、大南周辺に、砥部焼伝統産業会館や陶板の
道など、砥部焼の中核施設や見どころが集まっている。
車を止めて歩いたり自転車を借りて回ってみよう。町の
至るところに砥部焼を発見し、違った視点からの焼き物
の里の風情を味わうことができる。

大南周辺を回る時は、次の駐車場に止めて歩くか、レン
タサイクルを利用するといい。
＜駐車場位置＞
★砥部焼伝統産業会館（50台／建物前と裏にある）

大大
おおみなみ

南南・・五五
ご ほ ん ま つ

本本松松・・北北
き た か わ げ

川毛川毛周辺を周辺を
まわるには…まわるには…

２.レンタサイクルを利用しよう！

１.駐車場について

砥部焼伝統産業会館
（P86･87 参照）

9時〜16時30分　
㊡月曜（祝日の場合は翌日）
1台1回300円（短時間でも
終日でも同料金）
☎089-962-6600
※電動あり



旧広田支所

広田支所（ひろた交流センター）

－ 16 －



－ 17 －

陶街道五十三次のお楽しみ

七折梅園、七折小梅の里で
知られる砥部町は、梅製品も
多彩。酸味が柔らかく種が
小さい梅干しをはじめ、シロッ
プ、ゼリーなどお洒落な加工
品が登場している。

七折の梅製品

砥部焼の里の和菓子

砥部の特産品

陶街道ブランドの酒製品

砥部焼のアクセサリー

昔ながらの製法にこだわって造ら
れた地酒にも「陶街道」ラベルが
ある。飴や、坂村真民の詩を書い
たお酒などもお土産にはぴったり。

砥部焼で作った、砥部
町のキャラクター「と
べっち」と、愛媛県の
「みきゃん」。手作り、
手描きにこだわる砥部
焼女流作家たちから
生まれたグッズです。

砥部の名所旧跡、砥部焼や梅
の里をイメージした和菓子も
人気。お土産ものコーナーな
どでも購入することができる。

自然に恵まれた砥部
には、おいしいものが
たくさんある。じねん

じょ、乾ししいたけなど、産直所などで
手に入れられる。みかんは、無人販売
所で簡単に買うこともできる。

〜砥部町の特産品あれこれ〜



◆
藩
の
命
で
磁
器
を
開
発

　

砥
部
は
古
く
か
ら
焼
き
物

が
栄
え
た
土
地
だった
。焼
き
物

に
適
し
た
土
や
燃
料
の
ア
カマツ

を
産
出
し
た
こ
と
、登
窯
に
適

し
た
傾
斜
地
が
あった
こ
と
に
よ

る
。砥
部
焼

の
名
が
初

め
て
文
献

に
登
場
す

る
の
は
、元

▲江戸時代の陶片。
「安永」の文字が読める

文
５
年（
１
７
４
０
）の『
大
洲
秘

録
』で
、当
時
は
今
の
よ
う
な
磁

器
で
な
く
陶
器
で
あった
。

　

磁
器
への
転
換
は
安
永
年
間

（
１
７
７
２
〜
８
０
）、藩
の
財
政

立
て
直
し
を
図
ろ
う
と
、大
洲

藩
主
が
磁
器
の
生
産
を
命
じ

た
こ
と
に
よ
る
。開
発
を
担
っ
た

杉す
ぎ
の
じ
ょ
う
す
け

野
丈
助
は
五
本
松
に
上か

ん
ば
ら
が
ま

原
窯

を
作
り
、幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
、安
永
６
年（
１
７
７
７
）つい

に
磁
器
焼
成
を
成
功
さ
せ
た
。

　
そ
の
後
、文
政
元
年（
１
８
１
８
）

に
は
向
井
源
治
が
原
料
革
命
と

な
る
川か

わ
の
ぼ
り
と
う
せ
き

登
陶
石
を
発
見
し
、さ

ら
に
嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）、井

岡
太
蔵
が
ト
ン
バ
リ（
煉
瓦
）を

使
っ
た
窯
を
造
る
な
ど
、技
術
革

新
が
進
ん
だ
。こ
の
結
果
、嘉
永

年
間
に
は
17
軒
ほ
ど
の
窯
元
が

で
き
、大
洲
藩・新に

い
や谷

藩
と
も
に

砥
部
焼
の
税
収
が
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
た
。

◆
輸
出
で
栄
え
た
黄
金
期

　

明
治
に
入
り
砥
部
焼
は
さ

ら
に
発
展
す
る
。五ご

し
ょ
う
さ
い
が
ま

松
斎
窯
で

は
九
州
有
田
か
ら
陶
工
を
招
き

錦に
し
き
え絵

磁
器
を
手
が
け
た
ほ
か
、

型
絵
を
巻
き
付
け
て
絵
付
け
を

施
す
型
絵
染
付
を
採
り
入
れ
、

大
量
生
産
を
可
能
に
し
た
。

　

愛あ
い
ざ
ん山
窯
の
向む

か
い
わ
へ
い

井
和
平
は
象ぞ

う
げ牙

色
を
し
た
淡た

ん
お
う
じ

黄
磁
の
焼
成
に
成

功
、明
治
26
年（
１
８
９
３
）シ
カ

ゴ
世
界
博
覧
会
に
出
品
し
て
一

等
賞
を
獲
得
し
、砥
部
焼
の
名

を
世
界
に
広
め
た
。

　

こ
の
頃
は
砥
部
の
労
働
人
口

の
半
分
以
上
が
製
陶
業
に
従
事

し
て
お
り
、生
産
量
の
７
割
も
が

世
界
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。と
こ

ろ
が
、昭
和
初
め
の
大
不
況
で
窯

元
や
問
屋
が
廃
業
、や
が
て
時
代

は
戦
争
へ
突
入
し
て
い
く
。

◆
民
芸
運
動
に
よ
る
再
評
価

　

終
戦
後
自
分
の
窯
を
起
こ
し

▼昔の窯元の様子が描かれた陶板。初代・中元竹山作（砥部町陶芸創作館）

▲古砥部と呼ばれる江戸・明治の手描き染付
の茶碗や皿、蕎麦猪口(そばちょこ)など

砥
部
焼
の
歴
史



▲錦手の技法を得意と
した五松斎窯の大花瓶
（明治時代）

た
陶
工
た
ち
は
国
内
向
け
の
花

器
や
置
物
な
ど
に
力
を
入
れ
る

よ
う
に
なった
。そ
ん
な
折
、民
芸

運
動
の
父・柳や

な
ぎ
む
ね
よ
し

宗
悦
や
浜
田
庄

司
、富
本
憲
吉
ら
が
砥
部
を
訪

れ
、手
仕
事
の
技
術
が
残
って
い
る

こ
と
を
高
く
評
価
、ロ
ク
ロ
や
絵

付
け
の
技
術
、デ
ザ
イ
ン
力
の
向

上
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。 

　

こ
の
結
果
、大
胆
な
筆
づ
か
い

で
の
び
の
び
描
く
唐か

ら
く
さ草
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
タ
ッ
チ
や
青せ

い
は
く
じ

白
磁
が
定
着

し
、現
在
の
砥
部
焼
が
で
き
あ

が
っ
て
い
く
。

　

砥
部
焼
は
昭
和
51
年
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。

今
で
は
約
80
軒
ほ
ど
の
窯
元
が

製
作
に
励
む
。平
成
28
年
現
在
、

国
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ

て
い
る
人
は
16
名
を
数
え
る
。

①陶石採掘
砥部焼の主な原料は、地元に産出する安山岩
の陶石化したもの。この陶石を採掘する。（34番
上尾陶石 参照）

③土練
土練機を使って陶土の硬さを均一にし、空気を
抜いて粘り気を出す。土練以降の作業は窯元で
行われる。

④成形
手びねり、ろくろ成形、鋳込みな
どの技法を使って、形を作る。

⑤仕上げ
生乾きの時に、削ったり、サンドペーパー
で磨いて仕上げる。

⑥乾燥
天日や余熱を利用して乾燥させる。

⑨施釉
下絵付したものの上に、釉薬（うわぐすり）をかける。

⑩本焼
釉薬をかけたものを、1300度程度で15～24時間
かけて焼く。

⑧下絵付
主に手描きで呉須などで、絵
模様を描く。

陶石を細かく砕いて、坏土（焼
き物の原料）を作る。砥部で
はミルという機械を使う砥部
焼協同組合と、昔ながらの杵
づきで行う砥部陶磁器原料
（株）で作られている。

②粉砕精製

⑦素焼き
窯に入れて900～950度で、8～10時間かけて焼く。

砥部焼協同組合のミル

つちねり

はいど

ど　れんき

せいけい

せ　ゆう

砥部焼の作り方

▲愛山窯淡黄磁魚文
彫花瓶（大正時代）

▲コバルトで染めた型絵の器（明治時代）
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バランスのとれた
円が印象的だ。

磁
器
で
あ
り
な
が
ら
、素
朴
で
温
も
り
の
あ
る
砥
部
焼
。丈
夫
で
実
用
性
も
あ
り
、

暮
ら
し
の
器
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
や
す
い
た
め
全
国
的
な
人
気
を
誇
る
。

「
砥
部
焼
」と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
現
在
の
ス
タ
イ
ル
は
、

昭
和
の
民
芸
ブ
ー
ム
以
降
に
確
立
。

す
っ
き
り
と
し
た
白
磁
に
映
え
る
呉
須
が

砥
部
焼
の
魅
力
を
作
り
出
し
て
い
る
。

シ
ン
プ
ル
な
中
に
温
も
り
の
あ
る

伝 
統 

的 

文 

様
野の草花をモチーフにした
ものも多い。砥部の自然
が焼き物に生きる。

現代＊砥部焼図鑑

太陽文

なずな文

葡萄文（ぶどうもん）

コレ
ク
シ
ョン
し
た
く
な
る

個
性
豊
か
な
作
品

近年は若い作家や女性作家
が増え、新たな感性で、これ
までのスタイルにとらわれな
い個性豊かな砥部焼も数多
く登場している。



※
高
台（
こ
う
だ
い
）…
碗
や
皿
な
ど
の
器
を
支
え
る
底
の
部
分

ぽ
っ
て
り
と
し
た
フ
ォ
ル
ム
が
、

親
し
み
や
す
さ
の
秘
密

●●蕎麦猪口蕎麦猪口（そばちょこ）（そばちょこ）
シンプルなので組み合わせが楽しい。
蕎麦猪口は砥部焼の人気アイテムだ。

植物の木賊（とくさ）を
モチーフにした縦の縞
模様で、簡略化された味
わい深い文様。太さや間
隔、色などのバリエーシ
ョンが豊富。

迷いもなく大胆豪快に描か
れる唐草文は、砥部焼を代
表するデザインだ。

呉須の藍に赤を加えてアクセントと
したもの。民芸の味わいが深まる。

●●くらわんか茶碗くらわんか茶碗
高台※が大きく独特の形をしてい
る飯碗。江戸時代、大阪の淀川で、
船客に食べ物を売るときに使われた
砥部焼茶碗の形を受け継いでいる。

●●唐草文玉縁鉢唐草文玉縁鉢
厚くて丸い縁が、温かさと少々
のことではびくともしない頼
もしさを感じさせてくれる。

－ 21 －

唐草文（からくさもん）

十草文（とくさもん）

赤絵三つ葉文



窯　元　名 

遊器工房（ゆうきこうぼう）

ヨシュア工房

一夢工房（いちむこうぼう）

明賀窯（みょうががま）

敬三郎窯（けいざぶろうがま）

工房薫（こうぼうかおる）

東吉窯（とうきちがま）

Atelier Luxe（アトリエリュクス）

いろは窯

ミュゼ里山房（みゅぜさとさんぼう）

永立寺窯（えいりゅうじがま）

松坂窯（まつさかがま）

工房芥川（こうぼうあくたがわ）

禎山窯（ていざんがま）

山中窯（やまなかがま）

岩田製陶所 貞山窯（ていざんがま）

池本窯（いけもとがま）

遠藤窯（えんどうがま）

大西陶芸（おおにしとうげい）

緑光窯（りょっこうがま）

森陶房（もりとうぼう）

生石窯（いくしがま）

南光窯（なんこうがま）

福幸窯（ふっこうがま）

千山窯（せんざんがま）

住　　　所 

砥部町重光155-2

砥部町高尾田88

砥部町上原町74-5

砥部町川井1575

砥部町川井821

砥部町七折233

砥部町宮内72

砥部町宮内470

砥部町宮内588

砥部町宮内980

砥部町宮内1326

砥部町宮内2053-5

砥部町宮内2215-2

砥部町北川毛569

砥部町北川毛565

砥部町北川毛221

砥部町北川毛395

砥部町北川毛307-3

砥部町北川毛796

砥部町北川毛774-1

砥部町北川毛714

砥部町北川毛618

砥部町北川毛616-2

砥部町北川毛668

砥部町千足359

089-956-0593

089-956-0680

089-962-7128

089-962-2347

089-962-6328

089-962-6042

089-962-3740

089-962-1620

089-962-4257

089-962-3208

089-962-6069

089-962-5141

089-962-5412

089-962-4715

089-962-2474

089-962-2585

089-962-3631

089-962-6228

089-962-2456

089-962-2524

089-962-2482

089-962-6003

089-962-2510

089-962-7552

089-962-2070

P12 B1

P12 B1

P12 B2

P10 A2

P10 A2

P10 A2

P12 B3

P12 B3

P12 B4

P12 B3

P12 B4

P12 B4

P12 B4

P12 B4

P12 B4

P12 B4

P12 B4

P12 B4

P14 B2

P14 B1

P14 B1

P14 C1

P14 C1

P14 C3

P13 B1

電話番号 ギャラリー 地図位置 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。

－ 22 －



－ 23 －

〒791-2120 伊予郡砥部町宮内980  　木曜　
　10:00～17:00  TEL/FAX 089-962-3208
http://www.ops.dti.ne.jp/̃satosan/

砥部陶街道の芸術発信基地。ギャラリー、
カフェ、工房併設。TOBEオーベルジュ
リゾートで使われている食器も扱う。

〒791-2131 伊予郡砥部町北川毛796　
TEL 089-962-2456  ※土日祝は事前に確認を。
　 平日9:00～17:00  http://www.ohnishitougei.jp/

「品位とモダン」をコンセプトに、
親子3人の持ち味が特徴。
ギャラリー併設。

Ohnishi Tougei JAPAN

〒791-2132 伊予郡砥部町大南826 
TEL/FAX 089-962-1130  ギャラリーあり  
http://www.sukoshiya.com/

手仕事からにじみ出る素朴さと、今の
暮らしに馴染む軽やかさを感じる器。
ギャラリーショップ併設。

〒791-2101 伊予郡砥部町高尾田88　　日・祝祭日　
TEL/FAX 089-956-0680  　9:00～18:00  
「ヨシュア工房」で検索

ヨシュアブルーは瀬戸内の青。器は和洋中
なんにでも。ペンダントランプや洗面鉢も。
工房ギャラリーにて常時展示販売。

四国・砥部焼



窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置 

里窯（さとがま）

草土窯（そうどがま）

よの陶房（よのとうぼう）

常山窯（じょうざんがま）

陶房風（とうぼうかぜ）

笹山工房（ささやまこうぼう）

陶房遊（とうぼうゆう）

梅山窯（株）梅野精陶所（ばいざんがま）

廣梅窯（こうばいがま）

みんとう ごろう窯

三条窯（さんじょうがま）

すこし屋 松田窯

砥部町川登1072

砥部町川登417

砥部町川登85

砥部町川登396

砥部町川登61

砥部町岩谷口213

砥部町岩谷口237-3

砥部町大南1441

砥部町大南1613

砥部町大南1804

砥部町大南2232-2

砥部町大南826

089-962-2802

089-962-4764

089-962-3810

089-962-5688

089-962-3666

089-962-3880

089-962-2791

089-962-2311

089-962-4322

089-962-4704

089-962-4198

089-962-1130

P13 B4

P13 C3

P13 B3

P13 B3

P13 B3

P14 D2

P14 D3

P14 B4

P14 B4

P14 C4

P14 C4

P12 B3

○

○

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。

窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置

青達窯（せいたつがま）

客山窯（きゃくざんがま）

エヒメセラム

佐藤窯（さとうがま）

清月窯（せいげつがま）

雲石窯（うんせきがま）

白水窯（はくすいがま）

青花窯（せいかよう）

ウメノ青興陶園（うめのせいこうとうえん）

彰子窯（あきこがま）

江泉窯（こうせんがま）

砥部町大南758

砥部町大南634-3

砥部町大南562

砥部町大南488

砥部町大南715

砥部町大南935

砥部町大南964

砥部町大南964

砥部町大南1035

砥部町大南90

砥部町大南279

089-962-5345

089-962-2497

089-962-2321

089-962-6322

089-962-2104

089-962-2111

089-962-2156

089-962-6519

089-962-2142

089-962-6970

089-962-2448

P14 C2

P14 C3

P14 C2

P14 D2

P14 C2

P14 C2

P14 C2

P14 C2

P14 C2

P14 D1

P14 C1

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。
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窯
元
は
北
川
毛
、大
南
、五
本

松
に
集
中
し
て
い
る
。車
な
ら

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
の
駐
車

場
に
車
を
駐
車
し
て
、徒
歩
か

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る

と
よ
い
。徒
歩
や
自
転
車
な
ら
、

車
で
は
気
づ
か
な
い
風
情
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
車
で
な
い

と
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
下
調
べ
を
し
て
出
か
け

よ
う
。

　
窯
元
散
策
エ
リ
ア
の
五
本
松

に
は
、ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る

窯
元
め
ぐ
り
を

上
手
に
す
る
に
は

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り

村
の
駅 

五
本
松

のんびりとした陶郷の里を
楽しみながら窯元めぐりを

床の間を活用して
並べられた器の棚
は「 村の駅 五 本
松」のシンボル

窯元めぐりちょこっとメモ

お
接
待
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
村
の
駅 

五
本
松
」が
あ
る
。茅
葺
き
の
古

民
家
を
利
用
し
た
休
憩
ど
こ
ろ

で
、懐
か
し
い
雰
囲
気
も
味
わ

え
る
。ト
イ
レ
や
休
憩
に
利
用

で
き
、砥
部
焼
の
展
示
や
販
売

も
行
っ
て
い
る
。駐
車
場
あ
り
。

金
曜
休
み
、11
時
〜
16
時



窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置 

里窯（さとがま）

草土窯（そうどがま）

よの陶房（よのとうぼう）

常山窯（じょうざんがま）

陶房風（とうぼうかぜ）

笹山工房（ささやまこうぼう）

陶房遊（とうぼうゆう）

梅山窯（株）梅野精陶所（ばいざんがま）

廣梅窯（こうばいがま）

みんとう ごろう窯

三条窯（さんじょうがま）

すこし屋 松田窯

砥部町川登1072

砥部町川登417

砥部町川登85

砥部町川登396

砥部町川登61

砥部町岩谷口213

砥部町岩谷口237-3

砥部町大南1441

砥部町大南1613

砥部町大南1804

砥部町大南2232-2

砥部町大南826

089-962-2802

089-962-4764

089-962-3810

089-962-5688

089-962-3666

089-962-3880

089-962-2791

089-962-2311

089-962-4322

089-962-4704

089-962-4198

089-962-1130

P13 B4

P13 C3

P13 B3

P13 B3

P13 B3

P14 D2

P14 D3

P14 B4

P14 B4

P14 C4

P14 C4

P12 B3

○

○

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。

窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置

青達窯（せいたつがま）

客山窯（きゃくざんがま）

エヒメセラム

佐藤窯（さとうがま）

清月窯（せいげつがま）

雲石窯（うんせきがま）

白水窯（はくすいがま）

青花窯（せいかよう）

ウメノ青興陶園（うめのせいこうとうえん）

彰子窯（あきこがま）

江泉窯（こうせんがま）

砥部町大南758

砥部町大南634-3

砥部町大南562

砥部町大南488

砥部町大南715

砥部町大南935

砥部町大南964

砥部町大南964

砥部町大南1035

砥部町大南90

砥部町大南279

089-962-5345

089-962-2497

089-962-2321

089-962-6322

089-962-2104

089-962-2111

089-962-2156

089-962-6519

089-962-2142

089-962-6970

089-962-2448

P14 C2

P14 C3

P14 C2

P14 D2

P14 C2

P14 C2

P14 C2

P14 C2

P14 C2

P14 D1

P14 C1

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。
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◆
磁
器（
じ
き
）／
陶
石
が

主
原
料
の
磁
土
を
使
用
し

た
焼
き
物
。
硬
く
焼
き
締

ま
り
、
吸
水
性
が
な
い
。
指

で
は
じ
く
と
金
属
的
な
音

が
す
る
。

◆
陶
器（
と
う
き
）／
粘
土

分
が
主
原
料
の
焼
き
物
。

多
孔
質
で
吸
水
性
が
あ
る
。

指
で
は
じ
く
と
鈍
い
音
が
す

る
。
土
も
の
と
も
い
う
。

◆
呉
須（
ご
す
）／
酸
化
コ

バ
ル
ト
、マ
ン
ガ
ン
、
鉄
な
ど

を
含
む
天
然
鉱
物
の
顔
料
。

焼
成
法
に
よ
り
、
藍
色
に
発

色
し
た
り
黒
み
を
帯
び
た
り

す
る
。

◆
染
付（
そ
め
つ
け
）／
素

焼
き
素
地
に
呉
須
で
模
様

を
描
く
こ
と
。
下
絵
付
け
の

一
種
。

◆
釉
薬（
ゆ
う
や
く
）／
陶

磁
器
の
表
面
を
覆
う
薄
い

ガ
ラ
ス
状
の
皮
膜
の
こ
と
。

う
わ
ぐ
す
り
、
釉(

ゆ
う
）

と
も
い
う
。
陶
磁
器
に
色
や

質
感
を
加
え
、
丈
夫
で
汚
れ

に
く
く
す
る
。

焼
き
物
用
語
辞
典



窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置 

青芳窯（せいほうがま）

英峯窯（えいほうがま）

西岡工房（にしおかこうぼう）

正月窯（しょうがつがま）

五松園窯（ごしょうえんがま）

竹山窯（ちくざんがま）

八瑞窯（はちずいがま）

岡田陶房（おかだとうぼう）

長戸製陶所 陶彩窯（とうさいがま）

勝山窯（かつざんがま）

春秋窯（しゅんじゅうがま）

龍泉窯（りゅうせんがま）

緑風窯（りょくふうがま）

ひろき窯

スギウラ工房

STUDIO ECCO（スタジオ エッコ）

砥部町五本松70

砥部町五本松130

砥部町五本松51

砥部町五本松142

砥部町五本松146

砥部町五本松145

砥部町五本松156-1

砥部町五本松173

砥部町五本松196

砥部町五本松194

砥部町五本松888

砥部町五本松885-23

砥部町五本松885-5

砥部町五本松885-6

砥部町五本松885-7

砥部町五本松885-15

089-962-2229

089-962-2149

089-962-5477

089-962-3179

089-962-2163

089-962-2250

089-962-2553

089-962-7305

089-962-2123

089-962-2097

089-962-2608

089-962-4863

089-962-6369

089-962-7623

089-962-6608

090-6967-0699

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P15 A2

P15 A2

P14 B2

P14 B3

P15 A2

P15 A2

P15 A3

P15 A3

P15 A2

P15 A2

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。

－ 26 －

〒791-2132 伊予郡砥部町大南279  　日曜　
TEL/FAX 089-962-2448  　平日9:00～18:00  
●作品は江泉窯窯元にて販売可能。

白磁に唐草文様の染め付けが特徴です。
温もりのある器で、毎日暖かい食卓を・・・と、
心掛けてます。

こうせん
がま



窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置 

青芳窯（せいほうがま）

英峯窯（えいほうがま）

西岡工房（にしおかこうぼう）

正月窯（しょうがつがま）

五松園窯（ごしょうえんがま）

竹山窯（ちくざんがま）

八瑞窯（はちずいがま）

岡田陶房（おかだとうぼう）

長戸製陶所 陶彩窯（とうさいがま）

勝山窯（かつざんがま）

春秋窯（しゅんじゅうがま）

龍泉窯（りゅうせんがま）

緑風窯（りょくふうがま）

ひろき窯

スギウラ工房

STUDIO ECCO（スタジオ エッコ）

砥部町五本松70

砥部町五本松130

砥部町五本松51

砥部町五本松142

砥部町五本松146

砥部町五本松145

砥部町五本松156-1

砥部町五本松173

砥部町五本松196

砥部町五本松194

砥部町五本松888

砥部町五本松885-23

砥部町五本松885-5

砥部町五本松885-6

砥部町五本松885-7

砥部町五本松885-15

089-962-2229

089-962-2149

089-962-5477

089-962-3179

089-962-2163

089-962-2250

089-962-2553

089-962-7305

089-962-2123

089-962-2097

089-962-2608

089-962-4863

089-962-6369

089-962-7623

089-962-6608

090-6967-0699

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P14 B2

P15 A2

P15 A2

P14 B2

P14 B3

P15 A2

P15 A2

P15 A3

P15 A3

P15 A2

P15 A2

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。

－ 27 －

〒791-2133 伊予郡砥部町五本松196　
TEL/FAX 089-962-2123  　平日9:00～18:00  
●陶彩窯にて見学・販売可能。

生活になじむ器を制作、
提案しております。

長戸製陶所（陶彩窯）

〒791-2133 伊予郡砥部町五本松364
TEL/FAX 089-962-2168  　日曜・祝祭日・土曜午後
https://www.facebook.com/kiyoshigama

心に響く器づくりを目標に、
少しでもそこに辿りつくように
歩んで行きたい。

〒791-2133 伊予郡砥部町五本松351
TEL/FAX 089-962-2597  　9:00～17:00  
●輝山窯にて見学・販売可能（日・祝祭日は事前連絡ください。）

豊かな想像力が生み出した「輝き」に
静かな感動が心を満たします。
贈り物に輝山窯の砥部焼をどうぞ。

輝山窯（きざんがま）

〒791-2132 伊予郡砥部町大南1441
TEL/089-962-2311 FAX/089-962-5594
　8:05～16:50　　月曜または火曜他

130余年の歴史。「用と美」の実用工芸品を
すべて手作りにて制作。工場見学、
絵付け体験もできる。売店コーナー併設。

梅山窯（ばいざんがま）



窯　元　名 住　　　所 電話番号 ギャラリー 地図位置 

桃太郎窯（ももたろうがま）

博雲窯（はくうんがま）

元晴窯（げんせいがま）

東窯（ひがしがま）

風山舎（ふうざんしゃ）

孤蕭窯（こしょうがま）

公水窯（こうすいがま）

森岡製陶所 輝山窯（きざんがま）

きよし窯

満明窯（まんめいがま）

泰山窯（たいざんがま）

広谷窯（ひろたにがま）

金城窯（きんじょうがま）

中田窯（なかたがま）

つもる窯

一海窯（いっかいがま）

土筆窯（つくしがま）

土造窯（つちぞうがま）

砥部町五本松885-9

砥部町五本松885-18

砥部町五本松885-20

砥部町五本松885-21

砥部町五本松885-22

砥部町五本松314-3

砥部町五本松336

砥部町五本松351

砥部町五本松364

砥部町五本松385-1

砥部町五本松416

砥部町五本松703-1

砥部町外山225

砥部町総津159-2

砥部町総津95-1

砥部町総津95-1

砥部町総津1798

砥部町総津1798

089-956-4259

089-960-7575

089-962-3028

089-962-7156

089-962-4477

089-962-7304

089-962-4404

089-962-2597

089-962-2168

089-962-5947

089-962-2228

089-962-2406

089-962-4365

089-969-2077

089-969-2007

089-969-2963

089-969-2590

089-969-2048

P15 A2

P15 A2

P15 A3

P15 A2

P15 A2

P15 A3

P15 A3

P15 A3

P15 A3

P15 A3

P15 A3

P13 A2

P10 A3

P16 B2

P16 B2

P16 B2

P16 B2

P16 B2

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

※窯元によって見学の対応が異なります。訪問の際はなるべく事前に連絡をしてください。

－ 28 －

植物を文様、形に作品製作中。
各種団体の体験教室も受付。（出張ＯＫ）
季節の陶芸作品づくりをサポート。
〒791-2205 砥部町総津　道の駅 峡の館向かい側
TEL090-5277-7138（お越しの際は連絡を）
わくワークで検索（★出張教室の日程等コチラから）



－ 29 －

陶街道
五十三次 一「
念ね

ん

ず
れ
ば
花は

な

ひ
ら
く
」

百
ひ

ゃ

く

番ば

ん

碑ひ

（
開か

い

か

て

い

花
亭
）

ど
ん
な
願
い
で
も
か
な
う
石
に
願
い
を
こ
め
て

陶街道夢タワー
「愛伊砥くん」

 一興

フジ砥部店

平成元年に建立。文字は真民さん自筆

落ち着いた雰囲気の朴庵

心に残る詩作を生んだ
坂村真民さん

地図 P12 B1
砥部町拾町16
☎089-958-5551
●休 12/31、1/1
●営営 11時30分〜
22時（土曜･日
曜・祝日11時〜） 
●P 100台 
※スタンプ台は
朴庵の入口横

　

砥
部
町
名
誉
町
民
の

坂さ
か
む
ら
し
ん
み
ん

村
真
民
さ
ん（
１
９
０
９
〜

２
０
０
６
年
）の
代
表
的
な
詩
作

「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」を
刻

み
込
ん
だ
碑
が
開
花
亭
に
あ

る
。こ
の
言
葉
は
真
民
さ
ん
の
母

が
口
に
し
て
い
た
言
葉
。碑
は
世

界
各
地
に
あ
る
が
、こ
れ
は
ち
ょ

う
ど
百
番
目
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、碑
の
下
の
陶
板
に
は
、「
ど

ん
な
願
い
で
も
か
な
え
て
く
だ

さ
る
霊
石
で
す
」と
の
説
明
。

　

坂
村
真
民
さ
ん
は
、高
校
の
国

語
教
師
を
退
職
後
、仏
教
精
神

の
詩
を
創
作
し
て
き
た
人
で
、読

む
人
に
勇
気
を
与
え
て
き
た
。

　

碑
の
後
ろ
に
あ
る
朴ほ

お
あ
ん庵

に
は
、

真
民
さ
ん
の
詩
と
直
筆
の
書
が

飾
ら
れ
て
い
る
。平
成
16
年
１
月

ま
で
は
こ
こ
で
、真
民
さ
ん
に
よ

る
法
話
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
念

ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
青せ

い

芳ほ
う
が
ま窯

の
森
元
青
芳
さ

ん
の
人
形
は
開
花
亭
に
展
示
。



陶街道
五十三次 二

－ 30 －

陶と

う

街か

い

道ど

う

夢ゆ

め

タ
ワ
ー

「
愛え

伊い

砥と

く
ん
」

陶
街
道
の
旅
の
シ
ン
ボ
ル

1 2〜 は50m

陶街道夢タワー
「愛伊砥くん」

一興

「 　　」
フジ砥部店

地図 P12 B1
砥部町拾町16先
☎089-962-2323
(砥部町役場)
※スタンプ台はタ
ワー付近

　

県
都・松
山
市
か
ら
の
玄
関

口
に
あ
る
休
憩
所
。合
併
市
町

村
地
域
資
源
活
用
事
業
を
利

用
し
て
平
成
20
年
に
完
成
。

　

休
憩
所
北
端
に
建
つ
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
の
愛
称・陶
街
道
夢
タ

ワ
ー「
愛
伊
砥
く
ん
」は
、４
０
０

件
を
超
え
る
応
募
の
中
か
ら
選

ば
れ
、愛
媛
県・伊
予
郡・砥
部
町

の
頭
文
字
を
つ
な
ぎ
、タ
ワ
ー
が

八
角
柱
で
あ
る
こ
と
や
、栄
砥

＝
焼
き
物
の
里・砥
部
町
が
ま

す
ま
す
発
展（
栄
え
る
）す
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
、砥
部
焼
協
同

組
合
有
志
と
松
山
南
高
砥
部

分
校
の
生
徒
の
協
力
に
よ
る

も
の
で
、砥
部
焼
の
イ
メ
ー
ジ
の

「
青
」を
基
調
に
、町
花
で
あ
る

梅
の
花
や
、町
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー

ズ“
清
流
と
ほ
た
る
砥
部
焼
と

み
か
ん
の
町
”を
モ
チ
ー
フ
に
描

か
れ
て
い
る
。

直
径
１・４ｍ
、高
さ
14
・９ｍ
、陶
板
５
６
０
枚
使
用

松
山
市（
重
信
大
橋
）側
か
ら
見
た
デ
ザ
イ
ン

壁面には陶街道五十三次の陶板が埋め
込まれており、休憩所内には花壇やベン
チが整備されている



陶街道
五十三次 三

－ 31 －

観
光
客
を
迎
え
る
ユニ
ー
ク
な
作
品

「
よ
う
こ
そ
と
べ
町

ち

ょ

う

へ
」

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

国
道
33
号
と
県
道
伊
予
川

内
線
の
交
差
点
そ
ば
に
あ
る

モ
ニュメ
ン
ト
は
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

焼し
ょ
う
せ
い成
ま
で
、八は

ち
ず
い
が
ま

瑞
窯
の
白
潟
八

洲
彦
さ
ん
が
手
が
け
た
作
品

だ
。曲
げ
た
パ
イ
プ
に
砥
部
焼
を

つ
け
て
、動
き
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム
を

作
り
出
し
て
い
る
。白
潟
さ
ん
本

人
も
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
な
が

ら
取
り
組
ん
だ
と
い
う
だ
け
あっ

て
、ユニ
ー
ク
な
作
品
に
仕
上
がっ

て
い
る
。

　

当
初
は
丸
い
砥
部
焼
が
実
際

に
動
く
造
り
に
な
って
い
た
が
、

今
は
固
定
さ
れ
て
い
る
。

　

台
座
の
書
は
、愛
媛
県
窯
業

試
験
場
で
元
セ
ン
タ
ー
長
の
安

岡
史
朗
さ
ん
の
も
の
で
あ
る
。

直径約37cm、高さ約45cmの球体

拾
町
交
差
点
の
前
に
立
つ

「 　　」 
陶街道夢タワー 「愛伊砥くん」

一興

木谷耳鼻咽喉科 

フジ砥部店

2 3〜 は200m

地図 P12 B1
砥部町拾町154-1
☎089-962-2323

（砥部町役場） 
●P 15台 
※スタンプ台はモ
ニュメント横
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